
 

日時 ７月２３日（日）午前９時から 

会場 本光寺（小松市本折町５２番地） 

講師 草野
くさの

 顕之
けんし

 氏（大谷大学名誉教授） 

講題 教如上人と郡中御影 

日程 

 

 

 

 

 

備考 懇志を納められた方にお斎券と記念品をお渡しします（先着 200 名） 

※参詣制限は設けません。お誘い合わせのうえ、お参りください。 

 
主催 真宗大谷派小松教区（小松市小馬出町 26 ℡ 0761-22-0555） 

        

《２０２３年７月１日より小松大聖寺教区となります》

 

講師 草野 顕之 氏 

8:00 勧帰寺出発（御影道中） 

8:30 本光寺到着 

9:00 郡中御影報恩講 勤行 

    内局挨拶 

    各組功労感謝状授与 

    各組功労者表彰状授与 

10:30 法 話 

11:45 お 斎 

13:00 相続講員物故者追弔法要 

13:30 法 話 

15:00 閉 会 



 

 

●御影道中の経路● 
    勧帰寺（出発）⇒ 八日市町 ⇒ 三日市町 ⇒ 末広交差点 ⇒ 本光寺（到着） 
 

 

 

「郡中御影報恩講」って？ 

「郡中御影」は、約 400年前の 1595年に、本願寺教如上人から能美郡二百二十余ヵ村か

らなる「四日講」に交付された、「親鸞聖人」と「顕如上人」の御影（御絵像）です。 

当時、天下統一をもくろむ織田信長は、本願寺に対して軍事・経済の両面から執拗な制裁を

加えます。それに対し本願寺門徒は大坂（石山）本願寺（現在の大阪城の地）を中心に、1570

年から十年間の弾圧に耐え忍びました。世にいう「石山合戦」です。 

本願寺門徒を根絶やしにするため皆殺しにしていった信長軍に対し、本願寺第 11代顕如上

人の長男である教如上人は徹底抗戦を決して、全国の門徒に檄文（波佐谷の「手の内御書」な

ど）を飛ばし、父・顕如上人と対立しながらも大坂本願寺に籠城しました。 

石山合戦では、お念仏の教えに生きるご門徒が全国各地から応援に駆けつけました。 

能美郡中からは、特に選抜された多くのご門徒が大坂本願寺に馳せ参じたと言われていま

す。郡中御影は、その労苦にこたえ、教如上人から交付されました。 

郡中御影報恩講は、小松六ヵ寺が持ち回りで会所となり、この二幅の御影をお掛けして、毎

年 7 月 23 日にお勤めされています。また、以前は秋茄子が採れ始める 8 月にお勤めされて

いたことから、「なすびの報恩講」（なすびのほんこさん）としても親しまれています。 

勧帰寺（出発） 

上記経路を御影道中が通りますので、お迎えください 

本光寺（到着） 

三
日
市
商
店
街 


